
歴
史
の
目
撃
者
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芸
大
は
、
か
つ
て
美
校
・
音
校
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
東
京
美
術
学
校
、
東
京
音
楽
学
校

だ
。
そ
う
い
う
長
い
歴
史
を
実
感
し
た
か
っ

た
ら
、「
赤
レ
ン
ガ
」
の
前
に
立
つ
の
が
よ

い
。赤

レ
ン
ガ
は
、
音
楽
学
部
の
守
衛
所
の
裏

手
に
あ
る
。
名
前
の
通
り
、
赤
い
レ
ン
ガ
の

建
物
だ
。
こ
の
建
物
が
で
き
た
の
は
、
一
八

八
〇
年
（
明
治
十
三
年
）
の
こ
と
。
今
か
ら

一
二
〇
年
以
上
も
昔
だ
。

は
じ
め
赤
レ
ン
ガ
は
、
現
在
の
科
学
博
物

館
の
前
身
で
あ
る
、
教
育
博
物
館
書
籍
閲
覧

所
と
し
て
作
ら
れ
た
。
か
つ
て
は
森
　
外
や

樋
口
一
葉
も
通
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
は
、

美
校
の
書
庫
、
電
話
交
換
所
、
ま
た
芸
大
生

の
体
育
館
、
さ
ら
に
は
ア
ト
リ
エ
と
し
て
、

多
彩
な
時
を
送
っ
て
き
た
。
ま
さ
に
芸
大
の

歴
史
の
目
撃
者
、
生
き
証
人
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
建
物
は
、
芸
大
と
そ
の
前

身
で
あ
る
美
校
、
音
校
よ
り
も
古
い
。
東
京

芸
術
大
学
は
、
今
年
、
創
立
一
二
〇
周
年
を

迎
え
る
が
、
赤
レ
ン
ガ
は
す
で
に
数
年
前
に

一
二
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
た
。

二
〇
〇
五
年
に
は
耐
震
工
事
も
終
え
、
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
こ
は
今
も
廃
墟

で
は
な
く
、
現
役
の
建
物
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

赤
レ
ン
ガ
の
赤
色
は
、
ど
ん
な
赤
か
。
そ

れ
は
ご
自
身
の
肉
眼
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。

こ
の
建
物
の
前
に
は
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
あ

る
。
秋
に
は
葉
が
黄
色
に
染
ま
る
。
ま
た
横

に
は
ハ
ゼ
の
大
木
も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
赤
く

紅
葉
す
る
。
も
ち
ろ
ん
春
と
夏
は
緑
色
の
葉

が
繁
り
、
冬
に
は
枝
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
赤
レ

歴史ゆかしい「上野」という場所に校地を構え、

明治以来の伝統を誇る芸大の隠れた「名所」を

毎回テーマを変えて紹介する。

－上野の杜のキャンパスガイド－

第6回★赤レンガ館

布
施
英
利

赤レンガ1号館の2階は、現在会議室とし
て利用されている

赤レンガ1号館の外観
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ン
ガ
の
壁
を
横
切
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

芸
大
の
片
隅
に
あ
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
よ

う
な
赤
レ
ン
ガ
。
そ
し
て
今
を
生
き
る
赤
レ

ン
ガ
。

こ
れ
ぞ
芸
大
の
大
切
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

（
ふ
せ
・
ひ
で
と
／
美
術
学
部
助
教
授
美
術

解
剖
学
研
究
室
）

赤レンガ2号館の外観


